
都市河川の汚濁特性について（第2報）
不　老　川

some characteristics of Water Pollution

in Urban Rivers（Part2）　岬Fur6River山

河川水質科　野口勝　校本賢一

要　　旨

不老川の不老橋と入曽橋の水質監視データについて季節変動及び経年変化の考察を行った0不

老橋では水温の工2か月周期が卓越しておr），BOD・透視度は不規則変動を含みながらも12か月周

期かあり，SSは不規則変動のみてあった0入曽倍では，データ数は少ないが，水温の12か月周期

が卓越しており，BOD・COD・SS・EC・透視度は不規則変動を含みながらも12か月周期があったo

また，不老橋におけるBODの経年変化は，昭和47年度以前ではバラツキが大きく，その後は12か

月移動平均値で40mg／且から50mg／£の範囲で横ばい状態であった0

1　は　じ　め　に

河川水質は，自然あるいは人為的影響を受けてさま

ぎまに変動している。河川水質の汚濁状況を評価する

うえで，水質の変動を把握することは重要である。

前報では，不老川の通日調査の結果から水質の経時

変化等について報告したか，本報ては，不老川の不老

倍と入曽橋の過去のデータ1）を整理し，時系列解析を

行ったので報告する。

2　データの概要

不老橋と入曽構では，埼玉県水質測定計画に基づく

毎月1回の定期水質調査1）が実施されている0その調

査結果を用い，不老橋では昭和45年4月から昭和58年

3月まで13年間の156回の測定結果を原データとし，

また，入曽橋では昭和54年4月から昭和58年4月まで

4年間の48回の測定結果を原データとし，それらの季

節変動・経年変化を解析した。その項目は毎月測定さ

れているpH・BOD・COD・DO・SS・電気伝導率（EC）

・水温・透視度・流量とした。ただし，流量は不老橋

のみで測定され，昭和49年4月から昭和58年3月まで

9年間の108回の測定結果を原データとした8

3　結果　と　考察

3・1　季帯変動

不老橋の原データについて，周期性を調べるため自

己相関係数を求め，PH・BOD・DO・SS・EC・水温・透

視度・流量のコレログラムを図1に示す0水温は気温

に影響されるので12か月周期が卓越していた。BOD・

透視度は不規則変動を含みながらも12か月周期があり，

ssは不規則変動のみであった。pB・DOの周期性は確

認されなかった。一般に，清浄河川のDOは，水温に応

じて変動するのて，卓越した12か月周期が確認される

が，汚濁の程度によってDOの周期変動は異なったもの

になる≡）不老川のような汚濁が強度に進行した河川で

は，水中にDOを消費する有機汚濁物質が多〈溶存する

ためにDO％（飽和度）は低〈，変動の周期性が消滅す

ると考えられる。

入曽矯の原チータについて，データ数は少ないが．

自己相関係数を求め，pH・BOD・COD・SS・DO・EC・

水温・透視度のコレログラムを図2に示す。水温は12

か月周期が卓越しておr），BOD・COD・SS・EC・透視

度は不規則変動を含みなからも12か月周期か確認された0

不老榎の昭和49年4月から昭和58年3月までのBOD・

流量の原データから，月別に平均値・変動係数を求め，

その結果を図3に示す。BODの月別平均値は冬期に

高く，夏期に低い傾向かあt），流量は夏期に多〈，冬期

に少ない傾向を示していた。一方，流量・BOt）とも冬

期は夏期に比較して変動係数か小さかった。このこと

－　39　－



埼玉県公害センター年報　第10号（1983）

10　　　　　【ロ5　　　　　　0　　　　　　　□5　　　　　　10（ACCl

▼一＿一一－一一一一◆一一－一一－－－－◆－一一－一一一一一十■‾‾‾‾‾‾‾‾◆

●

コ
　
　
　
　
　
〓

●
▲
．
　
■

◆
●
l
l
l
▲
＝
■
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
－
＝
●
●
　
　
　
　
－
　
　
　
　
1
1
－
・
・

1C　　　　－05　　　　　8　　　　　□5　　　　10（ACCノ

ーーーーーーーー1▲一一－一一一－◆－一一一一－－一一◆－一一一一一一一＋

一口5　　　　□　　　　05　　　　日（ACC）

●

¶
■

＿
■
●

コ
■
■
■
■
■岬

＿
●

●
　
　
　
　
　
　
●

●
l
●
・
－
－
－
－
●
　
　
　
－

誓

1

2

コ

…

g

川

‖

謹

話

1

8

墓

室

箋

　

旭

川

茎

5

6

′

a

≦

H

喜

賀

喜

罰

紺
彗
1
2
3
言
7
8
9
日
‖
ほ
ほ
川
ほ
ほ
け
柑
1
黒
岩
お
㌘
宗
髭
㌘
莞
完

量
笥
1
2
3
呈
6
7
旨
9
柑
‖
け
R
・
。
ほ
ほ
1
9
罰
2
1
2
2
崇
莞
完
崇

流
」

05　　　　　10（ACC）□
－

＋
G

ロ

1

【

∠

3

j

5

6

▲

′

る

g

8

1

2

3

d

5

6

7

畠

q

＝

U

1

2

3

4

5

6

7

q

）

∩

つ

〔

U

A

H
 
L

p

lロ　　　ー85　　　　8　　　　q5　　　10（ACC）

◆－－一一一－－一一◆－一一一一－－－－◆－一－－一一一一◆一一一一一－－－－◆

し・　　　●

一Jエ‾‾‾‾‾‾◆‾‾‾‾Tデ‾‾叩‾‾上ご（ACC）

－05　　　　　　　　　　　　　05

＝＝

↑

†

■

●

■

l

◆

◆

・

1

－

■

l

l

l

エ

l

l

0　　　　　　05　　　　　10（ACC）

●
●
1
●
－
・
－
・
－
●

．】
円
＿
】
円
【
】
■
■
〓
〓

1ロ　　　　　ー05

＋－一一－－一一－－‾1‾■

図1不老橋における各成分のコレログラム
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は，冬期に降水量が少なく低水位の状態が続き，流量

の変動が少ないことを示している。また，BODは流量

の増減によって希釈効果を受けて変動していると考え

られる。

不老椋の流量と降水量の関係を図4に示す。両者とも
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団2　入曽橋における各成分のコレログラム
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図3　不老僑におけるBOD→充量の月別平均イ直億劫係数

4・2　経年変化

不老橋におけるBOD・DO▲水温・流量の原系列と，

12か月移動平均値を図5から図8に示す。

昭和47年度以前のBODは，年平均値か約100皿g／£で

4　5　6　7　8　910111212　3月

降水量：熊谷地方気象台の昭和26年から
昭和55年までの月別平上知直4）

虎　量．不老橋の昭和49年から昭和58年
まての月別平均値

図4　降水量と流量の関係

あるか，原データは数mg／且から400mg／且の範囲で変動

し，非常にバラツキが大きかった。原チータから季節

変動を除き，不規則変動を平滑化して経年変化をより

明らかにするために，原チータの12か月移動平均処理

を行った。その結果，移動平均値は昭和48年度以降40

mg／£から50mg／£とほぼ横ばいて昭和46年度頃の約％

となっていた。逆に，DOは昭和48年度以後増加し4mg／£

から6mg／£の範囲にあった。水温には明確な12か月周

期があり，12か月移動平均値は15℃から18℃の範囲に

図5　不老橋におけるBODの経年変化（※12か月移動平均値）
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197日。4 1975。4　　　　　　　　　　　　　　　　19団コ．4

図6　不老橋におけるDOの径年変化（※12か月移動平均値）

197〔ヨ。4 1975◆4　　　　　　　　　　　　　　　1≡）8ロ。4

図7　不老構における水温の経年変化（※12か月移動平均値）

あった。流量は変動か大きく，年平均イ直の3～4倍の　　を図9に示す。COD・SSの移動平均値の変動は少ない

値を示すことがあり，12か月移動平均値も変動か大き　　か，BODは昭和57年2月のピークまで増加の傾向にあ

かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つた0

入曽橋のBOD・COD・SS・ECの12か月移動平均値
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図8　不老橋における流量の経年変化（※12か月移動平均値）
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図9　入曽橋における各成分の12か月移動平均値

5　ま　と　め

不卦Itの水質変動（季節変動・経年変化）について，

以下のことが見出された。

（1）不老橋ては，水温の12か月周期か卓逸しており，

BOD・透視度は不規則変動を含みながらも12か月

周期かあり，SSは不規則変動のみであった。

（2）毎月1回測定している採水日の流量は，その月

の降水量をほぼ反映していると考えられる。

（3）不老培におけるBODの経年変化は，昭和47年度

以前ではバラツキか大きく，その後は12か月移動

平均値で40mg／且から50mg／£の範囲で横ばい状態

であった。

（4）不老矯のBODは，流量の増減によって希釈効果

を受けて変動していると考えられる。
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